










1 はじめに 

近年,新生児集中強化治療,新生児医療の地域化,さらには新生児救急医療のシステム化の

重要性,必要性についての認識が高まり,次第に新生児医療に定着しはじめている。埼玉県

においては,全国第 6位の人口増多県であるが,地域別にみると一方においては過疎地域も

形成(県東部)されている。 

増多地域は主に県南部であるが,この地域の県民は高度の医療を隣接する東京都の医療機

関に依存する傾向が強かったため,その整備が立ち遅れていた。 

そこで,県は医療体制の整備を計画,その 1 つとして,一般医療機関では対応困難な小児患

者に対して,特殊な専門医療を行う施設としての小児医療センター(仮称)を設立する運び

となり,.昭和 53 年 4月より,県医師会と県衛生部による検討委員会で,「埼玉県立小児医療

センター(仮称)に関する基本的な考え方」がとりまとめられ,昭和 54 年 3 月より基本構想

の検討が開始され,同年 10 月基本計画の決定をみるにいたっている｡ 


